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2024 年 11 月 21 日 

 

大塚製薬工場、慢性腎不全高カロリー輸液用 
アミノ酸・糖・電解質・総合ビタミン液「キドパレン®輸液」を新発売 

株式会社大塚製薬工場（本社：徳島県鳴門市、代表取締役社長：高木 修一、以下「大塚製薬工

場」）は、慢性腎不全高カロリー輸液用アミノ酸・糖・電解質・総合ビタミン液「キドパレン®輸液」（以

下、「本製品」）を、12月3日より新発売いたします。 

本製品は、水分制限が必要となる慢性腎不全の病態を考慮し、1050mL中にアミノ酸、糖、電解質

（カリウム、リンを除く）及びビタミン（FDA2000処方※1に準拠）を3室からなる容器に一剤化した、熱量

1500kcalを投与できる慢性腎不全患者さん用の中心静脈栄養法用キット製剤です。 

中心静脈栄養法（TPN：Total Parenteral Nutrition 以下、「TPN」）は、高カロリー輸液とも呼ばれ、

高濃度の栄養輸液を心臓に近い太い血管である中心静脈から投与する栄養法で、栄養状態の悪い

患者さんや、長期間（1週間以上）経口摂取ができない患者さんに用いられます。 

慢性腎不全患者さんの栄養補給時、種々の合併症等※2の理由により、経口・経腸管栄養補給が

不能又は不十分となり、TPNに頼らざるを得ない場合があるため、腎不全用TPN基本液、腎不全用

アミノ酸注射液、TPN用総合ビタミン剤、電解質等が組み合わせて使用されていますが、これら薬剤

の組み合わせで必要な栄養を補給するためには、投与液量が多くなる課題がありました。 

本製品では、できるだけ液量を減量したうえで、慢性腎臓病に対する食事療法基準※3に設定され

ているエネルギー必要量を充足でき、可能な限りタンパク質量を確保したアミノ酸量、糖、電解質（カ

リウム、リンを除く）及びビタミン（FDA2000処方に準拠）の補給が可能です。使用時に隔壁を開通さ

せることで、無菌的に混合調製し投与できますので、慢性腎不全患者さんのTPN管理に用いる製剤

の選択肢を広げ、医療現場の負担を軽減できる製品として、ご活用いただけることを期待しておりま

す。 

大塚製薬工場は、適正な栄養管理に役立つ情報や製品を継続的に提供することで、臨床栄養領

域における患者さんや医療従事者のベストパートナーを目指してまいります。 

大塚グループは、“Otsuka-people creating new products for better health worldwide”の企業理念の

もと、世界の人々の健康に寄与してまいります。 
※1. FDA2000処方:FDA（米国食品医薬品局）が2000年に発出した静脈栄養のためのビタミン処方 

※2. 消化管出血、誤嚥性肺炎、胆嚢炎、脳血管障害による意識障害、精神的な摂食障害、尿毒症による食思不振、下痢（重度）、

イレウス、廃用症候群、術前・術後管理等 

※3. 編集/日本腎臓学会:慢性腎臓病に対する食事療法基準2014年版,日腎会誌, 2014；56(5)：553-599 
  



 
-2- 

製品概要 

  

販 売 名 キドパレン®輸液 
規 制 区 分 処方箋医薬品 

効 能 ･ 効 果 
経口・経腸管栄養補給が不能又は不十分で、経中心静脈栄養に頼らざるを得ない

慢性腎不全患者（高カリウム血症、高リン血症の患者又はそのおそれのある患者

に限る）に対する水分、電解質、カロリー、アミノ酸、ビタミン補給 

用 法 ・ 用 量 

用時に上下 2 室の隔壁と上室内にある黄褐色の小室を同時に開通し、十分に混

合して使用する。 
通常、成人には 1050mL の維持量を 24 時間かけて中心静脈内に持続点滴注入

する。 
本剤は、高濃度のブドウ糖含有製剤なので、特に投与開始時には耐糖能、肝機能

等に注意する。低速度（目安として維持量の半量程度）で投与開始し、徐々に 1 日

当たりの投与量を漸増して維持量とする。 
なお、症状、年齢、体重に応じて適宜増減する。 

包 装 

 
1050 mL×10 袋 

貯 法 遮光・室温保存 
有 効 期 間 18 箇月 
薬 価 2,269 円/1050mL 1 キット 
製造販売元 株式会社大塚製薬工場 
販 売 提 携 大塚製薬株式会社 
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会社概要 

株式会社大塚製薬工場 （Otsuka Pharmaceutical Factory, Inc.） 

 

設 立 ： 1969 年 10 月 7 日（創立 1921 年 9 月 1 日） 
資 本 金 ： 8,000 万円 
代 表 者 ： 代表取締役社長 高木 修一 
本 社 所 在 地 ： 〒772-8601 徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原 115 
従 業 員 数 ： 2,318 名 （2023 年 12 月 31 日現在） 
事 業 内 容 ： 臨床栄養製品を中心とした医薬品、医療機器、機能性食品等の 

製造・販売および輸出入 
U R L ： https://www.otsukakj.jp/ 

https://www.otsukakj.jp/

